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委員会活動

講演いただいた岩木氏

中部大学からオンラインで講演いただいた
細田氏

中経連　2021.1・212 13中経連　2021.1・2

第１回学生と若手社員のフォーラム

日　　



よるデジタルの世界の可
能性を紹介するとともに、
「常に考え続けることが重

要」など、仕事に対する考え方を語った。
続いて、参加者を∵ タた」などの

参 加 者：委員長の勝野副会長をはじめ114名
エネルギー・環境委員会の第１部では、「日本型
循環経済を目指して」と題し、中部大学経営情報
学部長の細田衛士氏 、鋳鋳U�現士＿ﾊ謙
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の動向および中経連からの提言案について説明
した。
委員からは、「脱炭素化を進めるにあたり国民負

担の増加について説明が必要」「脱炭素の取り組
みをする企業へ融資を行うにあたり、金融機関で
もリスクをシェアしながら新しい技術開発、イノ
ベーションを生んでいくべき。国からもリスクシェア
の推進に言及してもらうことなどを提言してほしい」
との意栗ぷほ

に きが反映さ
れるよう連携を強化すべき」との提案が出された。

（

防災・環境部　大橋 凸者
概要、臨時情報、防災
対応検討ガイドライン
を分かりやすく説明し
た。石川氏は、「南海ト
ラフ地震臨時情報発
表時の防災対応につ
いて」と題し、臨時情
フ に フフ 防 俐丼焦対 屴

や魮



委員会活動


